
小
野
仁
海
と
中
世
王
権
の
成
立

－
　
『
渓
嵐
拾
薬
集
』
所
収
「
祇
園
女
御
説
話
」
　
の
背
景
・
続
致

は

じ

め

に

中
古
天
台
の
記
家
・
光
宗
の
編
に
な
る
『
浅
見
拾
韮
集
」
は
、
口
決
と
し
て

様
々
な
説
話
が
記
さ
れ
て
お
り
説
話
研
究
の
面
か
ら
も
興
味
の
尽
き
な
い
仏
書

で
あ
る
。
本
書
に
含
ま
れ
る
説
話
、
或
は
説
話
の
断
片
の
如
き
も
の
は
、
我
々

に
中
世
の
皇
位
な
伝
承
世
界
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
説
話

も
そ
う
い
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

¶
渓
嵐
拾
菓
集
J
肇
二
十
九
「
咤
租
尼
天
秘
決
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
話

が
咤
租
尼
天
法
の
因
縁
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

一
。
一
階
僧
正
秘
供
事
　
尋
云
。
一
階
僧
正
秘
方
如
何
　
示
云
。
此
僧
正

成
就
秘
供
物
一
一
．
。
団
子
，
シ
テ
大
豆
ノ
粉
，
カ
ケ
テ
ア
タ
、
カ
ナ
ル
時
供
レ
之
。

無
一
左
右
一
秘
物
也
。
一
階
僧
正
ノ
油
子
ト
云
直
也
雲
因
物
語
云
。
此
佃
正

者
小
野
仁
海
事
也
。
於
二
稲
荷
峯
二
千
日
修
二
此
法
一
。
今
ロ
ケ
佃
正
接
一
足

也
。
其
間
毎
日
祇
園
承
仕
法
師
ノ
以
二
息
女
一
日
食
，
令
レ
送
。
依
こ
此
功
労
一

此
女
人
為
二
皇
后
垂
昌
今
草
寂
園
女
御
↓
是
也
。
依
レ
為
㌘
女
御
ノ
帰
依

憎
「
仁
海
直
任
僧
正
l
被
レ
成
撃
。
放
言
二
一
階
僧
正
訂
云
．
ぷ

（
大
正
蔵
第
七
十
六
巻
・
甜
頁
6
）

こ
れ
は
、
「
因
物
語
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
咤
椒
尼
天
法
の
功
徳
の
実
例
と

田
　
　
中
　
　
貴
　
　
子

し
て
先
師
が
語
り
聞
か
せ
た
も
の
で
、
小
野
仁
海
と
祇
閲
女
御
と
い
う
実
在
の

人
物
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
勿
論
歴
史
的
事
実
に
沿
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
二
人
物
が
何
故
咤
根
尾
天
法
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て

伝
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
祇
園
女
御
の
場
合
は
別
稿
で

②

述
べ
た
の
で
、
本
稿
で
は
小
野
仁
海
の
方
に
植
…
点
を
当
て
た
い
。

仁
海
は
、
「
一
階
佃
正
秘
供
」
な
る
供
物
を
以
て
咤
損
尼
天
法
を
行
い
、
昇

進
の
段
階
を
準
え
て
一
階
僧
正
と
な
る
。
当
該
説
話
で
は
、
仁
海
の
昇
進
の
原

因
を
時
頼
尼
天
法
の
功
験
と
解
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

咤
租
尼
天
法
と
は
文
字
通
り
咤
損
尼
天
を
本
尊
と
し
て
行
う
秘
法
で
、
財
宝
、

地
位
な
ど
の
現
世
利
益
的
願
望
を
成
就
せ
し
め
る
と
い
う
。
古
来
、
平
清
盛
や

徳
大
寺
実
定
な
ど
咤
損
尼
天
法
の
行
者
は
多
い
が
、
こ
の
法
は
　
（
外
法
）
と
呼

ば
れ
る
魔
術
的
な
も
の
で
、
濫
り
に
口
外
す
る
こ
と
を
憧
る
秘
密
の
法
で
あ
っ

ち
仁
海
が
こ
う
し
た
忌
む
べ
き
咤
椒
尼
天
法
行
者
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景

に
は
、
一
つ
に
は
仁
海
の
人
物
像
が
き
わ
め
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
で
彩

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
ろ
・
毎
そ
し
て
も
う
一
つ
に
は
、
仁
海
を
祖
と
す
る
真

言
小
野
流
の
法
脈
の
中
で
、
軍
書
最
秘
事
と
し
て
咤
椒
尼
天
法
の
母
胎
が
育
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
下
、
仁
海
と
咤
租
尼
天
法
と
の
か
か
わ
り
を
、
前
出
の
二
点
の
要
因
を
中
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心
に
探
っ
て
い
き
た
い
。
具
体
的
な
手
順
と
し
て
は
、
当
該
説
話
を
構
成
す
る

幾
つ
か
の
特
徴
的
な
要
素
を
抽
出
し
、
各
々
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

要
素
の
一
は
、
仁
海
を
咤
租
尼
天
法
行
者
と
す
る
こ
と
、
そ
の
二
は
、
一
階
僧

正
と
な
っ
た
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
三
は
、
祇
園
女
御
と
同
時
代
の
白
河
院
政

期
下
の
人
物
と
す
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
点
に
つ
い
て

は
祇
園
女
御
と
の
関
係
で
別
稿
に
記
し
た
の
で
、
重
複
を
避
け
る
た
め
本
稿
で

は
後
の
二
点
に
重
点
を
置
き
た
い
。

H
「
一
階
僧
正
」
仁
海
の
誕
生

本
節
で
は
、
仁
海
が
一
階
僧
正
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
の
有
無
を
検
討
す
る
。

仁
海
が
咤
椒
尼
天
法
の
功
験
に
よ
り
昇
進
を
果
た
し
た
、
と
い
う
当
該
説
話
の

伝
え
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
仁
海
の
伝
記
は
比
較
的
よ
く
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
仁
海
の
事
蹟
を
記
録
、
日
記
等
の
資
料
に
基
づ
い
て
再
構

成
し
、
説
話
に
於
る
仁
海
像
の
虚
構
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
考
え
て
い

く
0

ま
ず
、
仁
海
の
伝
記
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
彼
は
東
寺
長
者
、
東
大
寺

時
務
を
歴
任
し
、
僧
正
の
位
ま
で
昇
っ
た
高
僧
で
あ
っ
た
の
で
、
補
任
顆
や
高

僧
伝
の
類
に
は
多
く
の
記
録
が
退
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
も
の
で
あ
る
が
、
¶
本

朝
高
僧
伝
L
巻
四
十
九
（
大
日
本
仏
教
全
雲
型
ハ
十
三
巻
）
は
こ
う
し
た
記
録
類
を
資
料

と
し
て
渉
猟
し
て
い
る
の
で
、
細
か
な
年
次
の
く
い
追
い
は
あ
っ
て
も
こ
れ
に

よ
っ
て
仁
海
の
一
生
は
概
ね
把
捉
出
釆
る
。
ま
た
、
醍
醐
寺
本
屋
八
代
弘

も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
従
っ
て
作
成
し
た
仁
海
の
略
年
譜
を
以
下

に
掲
げ
よ
う
。

＜
九
五
五
＞

天
暦
九
年
　
和
泉
国
富
道
朝
臣
（
ィ
氏
）
の
子
と
し
て
誕
生
。
七
才
に
し
て

永
璽
祀

h
付
‥
．
・
い
す

＜
一
〇
一
四
＞

長
和
三
年

同
、
年
目

＜
一
〇
一
八
＞

寛
仁
二
年

＜
一
〇
二
三
＞

治
安
三
年

永＜寛＜長＜長＜同＜同＜同＜同＜長＜万＜

締結盛癌諦
高
野
入
山
。

石
山
の
元
呆
大
僧
都
に
伝
法
濾
項
を
受
け
る
。

阿
闇
梨
に
任
ぜ
ら
る
（
r
権
記
し
、
八
月
三
十
日
条
）
。

東
寺
凡
僧
別
当
と
な
る
。

三
条
帝
の
眼
疾
の
原
因
を
易
笠
す
る
（
r
小
右
記
」
、
六
月
二
日

条）。藤原
道
長
の
病
の
た
め
五
現
法
を
修
す
（
r
小
右
記
し
、
問
四
月

二
十
日
条
）
。

▼
六
月
、
神
泉
苑
に
て
初
め
て
請
雨
経
法
を
行
い
、
効
あ
り
。
八

月
、
権
律
師
（
ィ
律
師
）
に
任
ぜ
ら
る
。

道
長
に
高
野
行
き
を
勧
め
、
実
現
さ
せ
る
。
少
僧
都
（
ィ
権
少
僧

都
）
、
束
寺
三
（
ィ
二
）
長
者
に
任
ぜ
ら
る
。

道
長
の
病
の
た
め
修
法
を
行
う
。
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▼

四
月
、
請
雨
経
法
を
修
し
、
効
あ
り
。

東
大
寺
務
に
補
さ
れ
る
。

大
佃
郡
、
二
（
ィ
一
）
長
者
に
任
ぜ
ら
る
。

▼　▼　▼　▼　▼

七　五　六　五　五

ltl】、

請
雨
経
法
を
値
し
、
効
あ
り
。

請
雨
経
法
に
験
あ
り
。
法
印
、
一
長
者
と
な
る
。

月
、
右
に
同
じ
。
僧
正
に
転
ず
。

li、閂、

右
に
同
じ
。
埜
宣
旨
と
封
戸
七
十
五
「
七
十
）
を
賜
う
。

右
に
同
じ
。

五
月
、
道
化
、
九
十
二
（
ィ
九
十
三
、
九
十
四
、
九
十
六
）
才
。

こ
の
年
譜
の
上
で
注
目
す
べ
き
は
、
仁
海
が
生
涯
に
亘
っ
て
七
度
も
の
祈
雨

を
行
い
悉
く
成
功
を
修
め
て
い
る
事
実
で
あ
る
（
年
譜
中
に
▼
印
で
示
し
た
）
。



仁
海
の
事
損
の
う
ち
請
雨
経
法
の
成
功
が
も
っ
と
も
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
彼
が
俗
に
「
雨
の
僧
都
」
（
『
栄
花
物
語
し
巻
二
十
九
一
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
判
る
。
仁
海
の
析
雨
法
の
効
験
は
甚
だ
し
く
、
そ
の
並
外
れ

た
法
力
は
当
時
の
貴
族
の
間
で
絶
大
な
信
頼
と
崇
敬
、
そ
し
て
い
く
ぱ
く
か
の

昭
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

仁
海
の
請
雨
経
法
の
初
例
は
、
寛
仁
二
年
二
〇
一
八
）
六
月
二
日
の
こ
と

で
あ
る
。
四
月
か
ら
続
く
早
天
の
中
、
請
雨
経
法
に
力
の
あ
っ
た
元
来
を
師
に

持
つ
仁
海
に
、
摂
政
藤
原
頼
通
よ
り
命
が
下
っ
た
。
神
泉
苑
に
於
る
修
法
は
忽

ち
効
験
を
表
わ
し
た
が
、
こ
の
様
子
を
小
野
宮
実
資
は
¶
小
右
記
」
に
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

神
泉
御
修
法
間
甘
雨
快
降
、

弘
法
大
師
追
法
、
験
徳
掲
焉
、
阿
問
梨
仁
海

真
言
勝
輩
、
今
初
値
秘
法
、
令
降
甘
雨
、
尤
可
帰
依
、
人
々
云
、
仁
海
霊

験
、
甚
以
掲
焉
也
、

早
可
被
任
僧
綱
一
苛
（
同
年
六
月
八
目
条
、
大
日
本
古
記
録
本
）

仁
海
の
法
力
が
衆
目
を
驚
か
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
条
だ
が
、
本

文
傍
線
部
④
の
人
々
の
賛
嘆
の
声
は
程
経
ず
し
て
現
実
と
な
る
の
で
あ
る
。
同

年
八
月
、
仁
海
は
権
律
師
（
ィ
律
師
、
略
年
譜
参
照
）
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

r
本
朝
高
僧
伝
L
が
「
皆
法
雨
之
賞
也
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
こ
の
昇
進
が
請

雨
縫
法
成
功
に
よ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
略
年
譜
に
見
え
る
よ
う
に
、
仁
海
は
析
雨
の
都
度
に
位
を
進
め

て
い
る
。
時
の
権
力
者
た
る
摂
関
家
に
重
用
さ
れ
た
点
も
昇
進
の
理
由
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
仁
海
の
栄
達
の
道
を
開
い
た
請
雨
経
法
成
功
の
重

要
性
は
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
仁
海
の
昇
進
事
情
は
、
r
渓
嵐
拾
菓
集
L
に
於
て
彼
が
一
階
僧
正

で
あ
る
と
す
る
伝
承
と
深
く
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
階
僧
正
と
は
次
第

を
経
ず
に
加
階
さ
れ
る
も
の
皇
口
甑
　
尋
家
物
語
し
の
頼
京
阿
間
梨
の
例
な

ど
か
ら
推
察
す
る
に
、
何
が
し
か
の
重
要
な
修
法
が
成
功
し
た
暁
、
そ
の
賞
と

し
て
補
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
仁
海
の
場
合
は
順
当
な
ペ
ー
ス
で
昇
進

を
重
ね
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
一
階
僧
正
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
わ
け

で
は
な
い
。

し
か
し
、
今
一
度
略
年
譜
を
傭
轍
し
て
み
る
と
、
仁
海
は
六
十
才
頃
ま
で
は

さ
は
ど
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
雨
蛙
法
に
成
功

し
た
途
端
に
僧
綱
に
列
し
た
こ
と
が
判
る
。
実
質
的
に
は
仁
海
の
活
躍
と
昇
進

の
大
半
は
そ
れ
以
降
に
集
中
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
く
、
約
二
十
年
問
に
僧
正

に
ま
で
昇
る
の
は
並
々
で
な
い
早
さ
で
あ
る
。
古
代
国
家
に
と
っ
て
も
っ
と
も

重
要
な
修
法
の
一
つ
で
あ
る
析
雨
法
に
七
度
ま
で
験
を
顕
わ
し
、
し
か
も
そ
れ

の
賞
に
よ
り
異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
僧
正
と
な
っ
た
仁
海
の
経
歴
が
人
々
に
深
い

印
象
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
従
っ
て
、
後
年
¶
浅
見

拾
糞
集
L
が
編
ま
れ
た
頃
ま
で
に
は
、
仁
海
の
加
階
の
早
さ
と
並
外
れ
た
験
力

が
伝
説
的
に
強
調
さ
れ
て
お
り
、
「
仁
海
は
威
大
な
法
力
の
お
蔭
で
た
だ
一
度

に
僧
正
と
な
っ
た
」
と
い
う
一
階
僧
正
の
伝
承
が
流
布
を
み
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。こ
の
よ
う
に
¶
渓
嵐
拾
菓
集
し
説
話
に
於
る
仁
海
の
伝
承
は
、
実
際
の
事
蹟

に
端
を
発
す
る
仁
海
の
説
話
的
人
物
像
の
変
遷
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
、
当
該
説
話
の
特
徴
的
要
素
の
三
点
の
究
明

も
、
仁
海
の
説
話
的
人
物
像
を
辿
る
こ
と
で
同
時
に
な
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

当
該
説
話
成
立
の
理
由
と
し
て
、
私
は
大
体
次
の
三
つ
の
事
柄
を
想
定
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
点
は
平
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
有
機
的
に

接
合
し
っ
つ
、
ほ
ぼ
時
代
順
に
仁
海
の
説
話
化
を
追
う
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
点
は
、
仁
海
が
生
存
中
か
ら
と
か
く
身
辺
に
伝
承
を
発
生
し
易
い
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人
物
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
そ
の
伝
承
は
謂
雨
経
法
で
見
せ
た

超
人
的
験
力
に
対
す
る
同
時
代
の
人
々
の
反
応
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
第
二
点

は
、
仁
海
の
伝
説
化
が
非
常
に
カ
リ
ス
マ
性
を
帯
び
た
方
向
へ
向
っ
た
結
果
、

彼
が
残
し
た
と
い
わ
れ
る
口
伝
口
決
の
顆
が
真
言
小
野
流
の
秘
事
と
し
て
尊
ば

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
三
点
め
に
は
、
畢
言
小
野
流
の
秘
伝
を
相
承
し
た

仁
海
の
弟
子
、
孫
弟
子
た
ち
が
、
院
政
期
に
上
皇
と
密
着
し
て
活
躍
し
た
こ
と

が
あ
る
。
王
法
仏
法
相
供
の
院
政
期
に
於
て
、
仁
海
の
口
伝
は
王
権
確
立
の
要

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
期
仁
海
の
存
在
自
体
が
大

き
な
重
要
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
順
に
詳
し
く
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

0
カ
リ
ス
マ
的
仁
海
像
の
形
成

先
述
し
た
よ
う
に
、
仁
海
に
関
す
る
伝
承
発
生
の
源
は
、
彼
の
周
辺
で
噴
か

れ
た
人
々
の
噂
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
寛
仁
二
年
の
初
め
て
の
請
雨

経
法
成
功
の
と
き
か
ら
仁
海
の
伝
説
化
は
始
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
彼
の
超
人

的
験
力
は
、
勿
論
人
々
の
崇
敬
の
念
を
集
め
は
し
た
が
、
大
秘
法
を
百
発
百
中

の
割
合
で
成
功
さ
せ
る
と
い
う
法
外
さ
は
、
か
え
っ
て
畏
怖
の
感
を
喚
起
す
る

原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
畏
怖
は
、
仁
海
の
神
秘
化
を
強

め
、
彼
に
対
す
る
超
人
的
な
イ
メ
！
ジ
の
形
成
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。

請
雨
経
法
は
仁
海
の
前
後
に
も
た
び
た
び
行
わ
れ
て
い
る
が
、
仁
海
の
よ
う

に
七
度
も
成
功
を
修
め
た
の
は
異
例
で
あ
る
。
こ
の
請
雨
経
法
は
、
卑
豆
が
間

視
の
空
海
も
得
意
と
し
た
と
伝
え
ら
梅
真
言
密
教
の
中
心
を
を
す
秘
法
と
し

て
相
承
さ
れ
た
。
人
采
の
台
蜜
柑
成
尋
が
、
「
日
本
で
析
雨
に
験
あ
る
は
古
く

は
弘
法
大
師
、
近
く
は
小
野
仁
海
僧
正
、
己
れ
の
如
き
は
茂
人
あ
る
を
知
ら
茄

と
語
っ
た
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
、
仁
海
は
大
師
の
請
雨
蛙
法
を
正
し
く
受
け

継
い
だ
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
節
で
引
用
し
た
r
小

右
記
し
の
傍
線
部
⑧
「
弘
法
大
師
迫
法
、
験
徳
掲
焉
」
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
伺

え
る
。
請
雨
経
法
は
祖
師
の
成
業
と
し
て
象
徴
的
な
意
味
あ
い
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

請
雨
維
法
の
正
統
な
後
嗣
と
し
て
、
仁
海
は
空
海
に
比
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
こ
の
イ
メ
ー
ジ
上
の
つ
な
が
り
が
、
仁
海
像
に
カ

リ
ス
マ
性
を
付
与
す
る
端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
説
話
の
中
に
は
、
仁
海
を

空
海
の
後
身
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
仁
海
が
大
師
の
嫡
流

た
る
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
¶
古
事
談
し
巻
三
に
は
仁
海

関
係
の
説
話
が
蔑
つ
か
収
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
第
六
十
九
話
「
仁
海
ノ
貌
、

⑨

空
海
二
似
タ
ル
事
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
成
典
僧
正
が
仁
海
の
も
と
へ
来
、
地
に
下
り
て
礼
拝
す
る
。
成
典
が
言

う
こ
と
に
は
、
）
「
欲
レ
奉
レ
礼
二
大
師
尊
貌
一
之
志
己
及
二
多
年
一
。
l
而
去
夜

夢
．
1
飲
レ
奉
レ
礼
二
大
師
一
バ
、
可
レ
畢
た
海
乏
由
、
石
工
其
告
一
。
彷
所
二
参

入
一
也
」
一
雲

（
古
典
文
庫
）

苗
事
談
』
同
巻
第
七
十
話
に
も
「
（
仁
海
は
）
大
師
ノ
脚
配
三
不
レ
違
・
雲
」

と
い
う
一
文
も
あ
り
、
仁
海
が
空
海
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
一
種
の
祖
師
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
状
況
が
推
察
さ
れ
も
仁
海
は
、
こ
う
し
て
説
話
の
中
で
、

空
海
と
の
同
一
化
に
よ
り
カ
リ
ス
マ
的
側
面
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

仁
海
の
カ
リ
ス
マ
性
の
問
題
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
の
が
、
彼
の
秘
事

口
伝
が
後
に
非
常
に
尊
ば
れ
た
現
象
で
あ
る
。
仁
海
は
付
法
十
八
人
に
も
及
鴨

違
沢
血
脈
盟
の
「
仁
海
ハ
琴
言
，
受
㍑
百
人
姦
”
千
人
て
」
　
と
い
う
一
文
か

ら
は
、
真
言
の
真
髄
を
よ
く
承
け
継
ぎ
弟
子
の
養
成
に
努
め
た
仁
海
の
姿
が
彷

彿
と
す
る
。
後
年
、
琴
言
小
野
流
の
始
祖
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
仁
海
は
小
野
涜
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事
和
の
大
成
者
と
見
徹
さ
れ
、
小
野
流
の
法
脈
に
連
な
る
憎
た
ち
か
ら
祖
師
と

し
て
の
熱
い
崇
敬
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
小
野
流

と
い
う
名
称
自
体
が
仁
海
の
生
存
中
に
既
に
存
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
鴇
平
安
中
期
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
次
々
と
新
奇
で
よ
。
験
力
あ
ら
た

か
な
秘
密
修
法
を
生
み
出
し
て
い
た
広
沢
・
小
野
の
琴
言
両
流
の
情
勢
を
顧
み

れ
ば
、
修
法
の
拠
り
所
を
仁
海
の
．
秘
決
に
求
め
、
仁
海
の
権
威
に
よ
っ
て
自
流

の
定
位
を
計
ろ
う
と
す
る
小
野
流
僧
侶
の
動
き
は
首
肯
さ
れ
る
。
先
般
述
べ
た

仁
海
の
カ
リ
ス
マ
的
権
威
が
そ
の
底
流
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
計
で

も
な
か
ろ
う
。

仁
海
自
身
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
は
、
ぷ
堅
ハ
帖
㌔
秘
密
家
宗
体
要
文
』

感
項
御
願
記
」
な
ど
の
ほ
か
多
数
を
数
え
る
。
ま
た
、
彼
の
口
伝
を
集
成
し

た
r
厚
造
紙
L
も
迫
さ
れ
て
い
る
。
仁
海
作
と
い
う
伝
説
の
あ
る
も
の
も
多
い

が
、
こ
れ
は
一
種
の
仮
託
に
よ
る
権
威
づ
け
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
仁
海

は
実
際
の
著
作
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
口
伝
の
顆
は
平
安

末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
諸
君
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
毎
そ
の
殆
ん

ど
は
、
「
仁
海
云
」
或
い
は
「
仁
海
僧
正
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
形
式
を
と

っ
て
お
り
、
中
に
は
逸
文
も
多
々
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
仁
海
の
事
相
が
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
真

言
宗
内
に
於
て
き
わ
め
て
頚
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
る
。

仁
海
は
実
際
に
も
秘
伝
類
を
過
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
が
か
く
ま
で
尊
ば
れ
る

に
至
っ
た
の
は
、
仁
海
の
死
後
、
野
沢
両
流
が
し
の
ぎ
を
削
り
あ
う
秘
密
修
法

全
盛
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
野
流
内
に
於
て
は
、
仁
海
．
へ
の
祖
師
信
仰
的

な
感
情
も
相
保
っ
て
、
当
流
の
根
本
的
な
口
伝
を
仁
海
自
身
の
も
の
だ
と
考
え

る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

仁
海
口
伝
の
引
用
に
は
先
述
の
よ
う
に
逸
文
む
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て

が
実
際
に
仁
海
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
決
め
る
こ
と
は
1
、
「
仁
海
注
進
梅
の

場
合
な
ど
か
ら
見
て
も
難
し
い
。
お
そ
ら
く
仮
託
も
存
す
る
と
思
う
が
、
・
仮
託

で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
だ
け
に
、
仁
海
自
身
の
持
つ
権
威
と
重
要
さ
が
思
い
知
ら

れ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
仁
海
が
平
安
中
後
期
か
ら
、
真
言
小
野
流
事
和
の
基
礎
固
め
を
し
た

人
物
と
理
解
さ
れ
、
真
言
宗
内
に
於
て
カ
リ
ス
マ
的
色
彩
の
強
い
祖
師
と
し
て

の
人
物
像
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
状
況
を
述
べ
た
。
次
節
で
は
、
仁
海
の

口
伝
の
う
ち
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
愛
染
法
を
取
り
上
げ
、
白
河
院
政
期
の
中

で
仁
海
口
伝
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
、
は

じ
め
に
掲
げ
た
「
渓
嵐
拾
菓
集
L
説
話
の
箪
二
の
要
票
－
「
何
故
仁
海
が
白
河

院
政
下
の
人
と
さ
れ
て
い
る
か
　
－
　
の
究
明
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

臼
愛
染
法
と
仁
海
の
弟
子
た
ち

仁
海
の
口
伝
は
、
r
析
雨
日
記
㌔
析
雨
法
記
し
等
の
請
雨
経
法
関
係
の
記
録

に
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
仁
海
の
得
意
と
し
た
請
雨
経
法
に
つ
い
て
そ
の
口
伝

が
過
さ
れ
、
先
樅
と
し
て
そ
れ
が
尊
ば
れ
る
現
象
は
ご
く
自
然
で
あ
る
が
、
こ

れ
以
外
に
は
、
特
に
愛
染
法
に
つ
い
て
の
口
伝
が
多
く
見
出
せ
る
。
愛
染
法
と

は
、
そ
の
名
の
通
り
愛
染
明
王
と
い
う
異
形
の
ほ
と
け
を
本
尊
と
し
て
行
う
修

法
で
、
延
命
、
福
徳
、
敬
愛
、
除
災
な
ど
の
功
徳
を
も
た
ら
す
現
世
利
益
的
な

も
の
で
あ
毎
愛
染
法
は
、
密
教
修
法
の
発
達
し
た
院
政
期
に
特
に
尊
重
さ
れ
、

貴
族
た
ち
の
修
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
法
に
は
秘
伝
が
多
く
、
天
台
、

真
言
の
い
ず
れ
に
も
伝
わ
る
が
、
同
じ
愛
染
法
で
も
如
意
宝
珠
の
三
摩
地
に
入

っ
て
修
す
る
如
法
愛
染
法
は
真
言
系
の
純
粋
の
秘
法
と
し
て
口
外
さ
え
憧
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
ち
そ
の
故
は
、
愛
染
法
が
甚
だ
迅
疾
に
行
者
の
願
望
を
成
就

さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
柁
租
尼
天
法
と
同
様
、
用
い
方
に
よ
っ
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て
は
危
険
に
な
る
両
刃
の
剣
だ
と
言
え
よ
う
。

仁
海
以
前
に
も
愛
染
法
は
存
す
る
が
、
仁
海
は
こ
の
法
に
つ
い
て
の
依
軌
を

も
の
し
、
弟
子
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
判
毎
そ
の
内
容
が
彼
独
自
の
も
の

か
、
そ
れ
と
も
先
師
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
仁
海
の
前
後
で

は
、
愛
染
法
の
持
つ
意
味
が
昇
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仁
海
口
伝

を
相
承
し
た
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
愛
染
法
を
以
て
時
の
権
力
者
に
接
近
し
、
院

政
と
い
う
新
し
い
か
た
ち
の
権
力
の
成
立
に
関
与
し
た
形
跡
が
伺
え
る
か
ら
で

あ
る
。
即
ち
、
仁
海
の
大
成
し
た
（
或
い
は
そ
う
伝
え
ら
れ
る
一
愛
染
法
の
秘

決
は
、
院
政
と
い
ナ
王
法
を
支
え
る
仏
法
で
あ
り
、
王
権
成
立
の
あ
り
方
に
根

本
的
な
と
こ
ろ
で
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

r
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
J
中
の
仁
海
の
弟
子
の
う
ち
、
右
の
よ
う
な
活

路
の
目
立
つ
者
は
、
後
三
条
天
皇
護
持
僧
を
勤
め
た
成
尊
で
あ
る
。
成
語
、
そ

し
・
て
そ
の
弟
子
の
範
俊
、
義
範
も
後
三
条
・
白
河
天
皇
撃
と
い
う
院
政
成

立
の
要
と
な
っ
た
人
々
と
非
常
に
親
し
い
交
渉
を
保
ち
続
け
て
い
る
。
ま
ず
、

成
寺
と
後
三
条
天
皇
と
の
場
合
を
見
よ
う
。

院
政
期
は
、
後
三
条
天
皇
に
よ
る
、
摂
関
政
治
か
ら
親
政
へ
の
切
換
え

が
切
掛
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
と
一
般
的
に
言
わ
れ
る
。
後
三
条
天
真
は
、
三
条

院
息
女
の
陽
明
門
院
拍
子
の
腹
に
生
ま
れ
た
、
藤
原
摂
関
家
を
外
戚
に
持
た
な

い
天
真
で
あ
っ
た
（
¶
本
朝
虫
胤
紹
連
銀
し
）
。
そ
の
た
め
、
帝
は
二
十
年
余
り
も

東
宮
の
身
分
に
留
め
置
か
れ
る
。
後
三
条
が
即
位
の
叶
わ
ぬ
こ
と
を
欺
い
て
い

た
様
子
は
、
r
古
事
談
J
啓
二
射
五
十
六
話
「
埠
二
条
天
真
、
北
斗
脚
拝
ノ
事
」

か
ら
伺
え
る
が
、
成
尊
が
愛
染
法
に
よ
り
後
三
条
の
即
位
を
実
現
さ
せ
た
と
伝

え
る
著
名
な
説
話
が
諸
吾
に
引
か
れ
て
い
る
。
今
、
¶
阿
婆
縛
抄
』
か
ら
引
用

し
よ
う
。

此
法
（
注
・
愛
染
は
）
以
二
束
寺
毎
レ
本
事
。
聯
有
二
其
故
一
。
憧
尤
多
。
不
レ

可
二
外
聞
一
。
後
冷
泉
院
御
時
。
後
三
条
院
東
宮
柳
生
之
時
。
小
野
成
尊
僧

都
東
宮
ノ
脚
持
僧
。
テ
御
前
。
祇
候
之
時
。
東
宮
御
髪
統
御
之
問
。
御
白
髪
一

筋
統
落
タ
ん
ヲ
御
覧
ン
テ
。
成
草
l
如
何
。
ス
ル
析
ソ
定
見
ヨ
ト
被
レ
仰
。
有
二
脚
落
涙

気
一
。
戌
尊
軍
血
脚
気
色
一
。
日
米
不
・
存
知
一
候
。
只
任
二
御
運
一
罷
過
候

＜
マ
マ
＞

畢
。
然
老
賜
・
身
暇
森
可
二
析
精
乏
由
申
。
入
二
筋
本
専
一
。
愛
染
王
七
筒

口
奉
供
之
問
。
後
冷
泉
院
脚
悩
無
レ
程
崩
御
。
東
宮
令
・
如
位
一
拾
了
。
但

脚
在
位
不
レ
蔑
。
然
而
如
．
癖
本
意
一
成
就
云
云
。

（
苦
十
五
「
愛
染
越
し
、
大
正
威
．
図
像
か
）

当
時
の
帝
、
後
冷
泉
天
真
は
、
後
三
条
の
異
腹
兄
で
あ
っ
て
、
藤
原
道
長
の

娘
、
嬉
子
を
母
に
持
ち
時
め
い
て
い
た
。
『
阿
婆
縛
抄
し
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
冷
泉
天
皇
は
、
成
誰
の
修
し
た
愛
染
法
に
よ
っ
て
病
没
し
た
と
い
う
。

後
冷
泉
帝
の
死
凶
に
成
寺
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
の
真
偽
は
全
く
碓
め
ら
れ
な

い
も
の
％
緒
三
条
即
位
劇
の
陰
に
成
寺
の
法
力
が
あ
っ
た
と
す
る
後
世
の
理

解
の
あ
り
方
に
は
、
院
政
の
始
ま
り
と
小
野
流
秘
法
が
分
か
ち
雉
く
結
ば
れ
て

い
た
状
況
が
伺
え
る
。
こ
れ
は
、
言
う
な
れ
ば
院
政
期
に
於
る
王
法
仏
法
相
依

に
も
つ
な
が
る
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
。
摂
開
政
泊
か
ら
親
政
、
そ
し
て
院
政

と
い
う
濡
れ
の
中
で
考
え
る
な
ら
、
一
旦
は
臣
下
（
摂
関
家
）
に
奪
わ
れ
た
王

権
を
、
再
び
天
白
点
の
手
に
取
り
戻
す
た
め
の
儀
式
を
司
っ
た
の
が
成
尊
な
の
で

あ
る
。成
尊
の
愛
染
法
は
、
埠
二
条
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
、
白
河
天
皇
に
も
伝
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
引
用
し
た
『
阿
婆
純
抄
』
の
続
き
に
は
、
そ
の
経
緯

が
記
さ
れ
る
。

依
・
・
此
霊
験
・
。
後
三
条
院
脚
帰
依
之
余
。
随
・
一
成
誰
一
能
々
令
二
問
幸
一
給
。

白
河
院
令
レ
奉
レ
授
給
。
白
河
院
モ
信
受
シ
御
テ
。
法
勝
寺
建
立
之
時
モ
奉
レ
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安
二
置
円
堂
一
給
。

こ
れ
に
よ
り
、
後
三
条
か
ら
白
河
に
至
る
院
政
確
立
期
に
於
て
、
小
野
流
の

愛
染
法
が
王
権
と
結
び
つ
い
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

小
野
流
の
愛
染
法
と
は
、
成
尊
の
相
承
し
た
仁
海
の
秘
決
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
院
政
期
、
仁
海
の
存
在
が
俄
然
グ
ロ
し
ス
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
も
不
思
議

で
は
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仁
海
の
法
脈
に
連
な
る
弟
子
た
ち
の
活

路
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

白
河
天
皇
は
、
即
位
後
引
き
続
き
仁
海
の
弟
子
と
交
渉
を
保
っ
て
い
る
。
白

河
は
密
教
へ
の
傾
斜
が
激
し
く
、
高
野
山
な
ど
の
霊
場
へ
た
び
た
び
行
幸
し
、

自
ら
も
法
体
と
な
っ
て
法
を
学
ん
だ
。
白
河
天
皇
が
小
野
流
秘
法
を
熱
心
に
学

ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
護
持
憎
と
し
て
側
近
に
仕
え
た
範
俊
（
成
尊
の
弟
子
）
か

ら
、
仁
海
の
著
し
た
r
中
堅
ハ
帖
L
を
召
し
上
げ
た
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
同
書
の
奥
書
（
変
範
四
月
十
六
日
、
勝
成
写
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

識
語
が
見
え
る
。

件
本
以
㌫
胤
厨
房
御
手
跡
本
所
被
吉
本
也
…
⊥
ハ
帖
者
窮
欝
正

相
伝
件
本
白
河
院
召
収
了
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
磯
・
第
七
十
八
巻
）

こ
こ
に
見
え
る
小
野
権
僧
正
、
範
俊
も
ま
た
、
成
尊
よ
り
仁
海
の
愛
染
法
を

相
承
し
た
ら
し
く
、
白
河
院
の
た
め
に
如
法
愛
染
法
を
修
し
て
い
毎
同
じ
く

成
尊
の
弟
子
で
あ
る
義
範
は
、
白
河
院
の
二
十
五
才
の
厄
年
に
愛
染
法
を
以
て

延
命
息
災
を
祈
念
し
て
い
毎
こ
う
し
た
愛
染
法
の
成
皿
行
は
、
小
野
流
の
憎
の

験
力
に
よ
っ
て
後
三
条
天
皇
の
即
位
が
果
た
さ
れ
た
事
情
を
、
白
河
院
が
重
く

見
て
い
る
か
ら
だ
と
推
考
さ
れ
る
。
白
河
院
に
と
っ
て
、
愛
染
法
と
は
単
な
る

私
的
利
益
追
究
の
た
め
で
は
な
く
、
自
ら
の
権
力
を
強
固
な
ら
し
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
修
法
、
と
認
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
仁
海

の
弟
子
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、
小
野
流
の
愛
染
法
の
大
成
者
た
る
仁
海
を
崇

敬
す
る
白
河
の
心
情
は
ま
す
ま
す
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
度
『
渓
嵐
拾
棄
集
し
説
話

の
問
題
に
立
ち
帰
り
た
い
。
白
河
院
に
よ
る
小
野
流
へ
の
帰
依
と
狙
帥
仁
海
へ

の
崇
敬
は
、
説
話
中
で
は
仁
海
と
白
河
院
と
を
同
時
代
人
と
す
る
設
定
と
な
っ

て
表
出
し
て
い
る
。
仁
海
は
、
略
年
譜
に
示
し
た
よ
う
に
、
白
河
院
の
誕
生

（
空
宗
野
を
待
た
ず
に
没
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
世
で
は
仁
海
の
正
確

な
生
没
年
次
は
既
に
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
よ
り
も
重

要
だ
っ
た
の
は
、
院
政
期
に
於
る
仁
海
の
影
畢
力
に
関
す
る
伝
承
の
方
で
あ
っ

た
。実
際
に
活
躍
し
た
の
は
成
語
、
範
後
、
義
範
と
い
っ
た
弟
子
た
ち
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
仁
海
と
い
う
山
脈
の
前
に
は
微
細
な
存
在
感
し
か
な
い
と
言
え
る
。

小
野
流
と
い
え
ば
直
ち
に
仁
海
が
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、
弟

子
た
ち
の
人
格
は
仁
海
一
人
に
統
合
さ
れ
て
い
く
現
象
が
起
こ
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
白
河
院
に
接
触
し
大
事
の
法
を
伝
え
た
の
は
仁
海
そ
の
人
だ
、
と
い

う
理
解
が
当
該
説
話
で
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
遠
嵐
拾
葉

集
」
の
よ
う
な
理
解
は
、
仁
海
口
伝
を
尊
重
す
る
諸
吾
の
さ
ま
を
見
る
と
、
む

し
ろ
か
な
り
の
信
憑
性
を
帯
び
て
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
節
に
亘
っ
て
の
論
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
戎
嵐
拾
稟
集
し
説
話
に
登
場

す
る
仁
海
は
、
必
ら
ず
L
も
仁
海
そ
の
人
を
指
す
の
で
は
な
く
、
院
政
期
に
活

躍
し
た
小
野
流
憎
の
総
体
を
表
わ
す
一
種
の
集
合
名
詞
で
あ
っ
た
、
と
結
論
づ

け
ら
れ
る
。
そ
の
伝
承
の
背
後
に
は
、
仁
海
の
カ
リ
ス
マ
的
人
物
像
の
生
成
と
、

院
政
期
に
於
る
小
野
流
秘
法
と
王
権
の
問
題
が
複
雑
に
交
錯
し
な
が
ら
横
た
わ

っ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
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㈲
愛
染
法
と
時
頼
尼
天
法

箪
二
節
ま
で
で
、
一
応
本
稿
の
冒
頭
に
提
示
し
た
問
題
に
関
す
る
考
察
は
尽

き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
少
し
く
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
仁
海
と
搾

租
尼
天
法
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
今
回
触
れ
ず
に
釆
た
わ
け
で
み
る
が
、

小
野
流
の
愛
染
法
と
院
政
期
の
王
権
の
問
題
に
大
き
く
か
か
わ
り
を
l
持
つ
と
思

わ
れ
る
の
で
、
当
該
説
話
の
考
究
を
帰
結
す
る
意
味
で
論
じ
て
み
た
い
。

咤
租
尼
天
法
と
愛
染
法
は
、
そ
の
両
義
的
性
格
に
於
て
相
似
し
て
い
る
が
、

両
者
に
通
底
す
る
基
本
的
な
部
分
で
あ
る
王
権
護
持
の
役
割
は
、
小
野
流
の
周

辺
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
野
流
の
、
特
に
仁
海
の
も
の
と
さ

れ
る
口
伝
の
内
に
は
、
愛
染
法
と
咋
根
尾
天
法
と
の
接
点
が
見
出
㌢
れ
、
そ
の

い
ず
れ
も
が
院
政
期
の
王
権
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
枝
相
が
伺
え

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
両
法
は
、
ご
く
近
い
位
置
に
あ
っ
て
相
互
に
干
渉
を
持
ち

な
が
ら
、
小
野
流
の
秘
事
日
伝
の
世
界
で
形
を
撃
え
て
来
た
と
推
察
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
、
王
権
保
持
の
機
能
を
持
つ
咤
机
侵
天
法
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
れ
は

「
即
位
濯
璃
法
」
或
い
は
「
四
海
餅
筆
法
」
と
呼
ば
れ
る
密
教
色
の
強
い
秘
法

の
中
に
立
か
呪
わ
れ
る
。
既
述
の
如
く
、
咤
根
尾
天
法
は
ご
く
現
世
利
益
的
な

（
外
法
）
と
さ
れ
た
が
、
反
面
、
天
子
が
こ
れ
を
行
っ
た
場
合
は
、
五
体
を
保

ち
国
家
を
安
席
な
ら
し
め
る
功
が
あ
っ
た
。
時
頼
尼
天
の
威
力
を
得
て
王
の
治

世
の
力
を
増
し
、
権
力
を
強
固
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
即
位
濯
m
法
の
実
態
は

先
学
の
御
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
い
る
鴨
雲
日
系
と
真
言
系
で
は
そ
の
本

説
も
興
っ
て
お
り
、
咋
根
尾
天
法
を
中
核
に
据
え
る
の
は
東
寺
方
独
自
の
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
東
寺
方
即
位
法
は
、
鎌
倉
中
期
頂
の
文
献
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
梅

本
来
正
式
な
仏
典
や
儀
軌
を
典
拠
と
し
な
い
我
が
国
の
中
世
的
思
惟
の
産
物
で

あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
成
立
事
情
を
明
確
に
辿
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、

即
位
法
の
濫
協
を
仁
海
の
弟
子
、
成
尊
に
求
め
る
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
伊
藤

㊦

正
義
氏
の
紹
介
さ
れ
た
¶
即
位
濾
項
印
明
由
来
事
J
（
室
町
頃
成
立
、
内
閣
文
庫
）
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

後
三
条
院
治
唐
四
年
七
月
廿
一
目
即
位
之
時
、
成
尊
法
印
純
理
授
申
主

上
、
彷
重
り
同
丁
脚
イ
〕
珪
之
時
、
令
結
1
－
印
給
之
由
、
見
匡
房
卿
記
た

其
濫
鰯
也
。

こ
の
記
事
が
事
実
か
否
か
は
措
く
と
し
毎
中
世
で
は
、
後
三
条
大
豆
前
位

の
際
に
は
、
小
野
成
尊
が
王
権
の
あ
か
し
で
あ
る
印
明
伝
授
を
行
っ
た
と
い
う

説
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
成
尊
は
、
愛
染
法
だ
け
で
な
く
即
位
濾

項
法
を
も
介
し
て
後
三
条
天
皇
の
即
位
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

成
尊
の
身
分
を
「
仁
海
僧
正
弟
子
」
と
し
、
仁
海
の
法
脈
を
殊
更
に
強
調
す
る

記
述
を
と
る
の
は
、
即
位
濯
現
法
も
ま
た
仁
海
の
秘
伝
に
依
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
院
政
の
発
生
と
仏
法
に
支
え
ら
れ
た
中
世
的
な

王
権
、
そ
し
て
仁
海
を
中
心
と
す
る
小
野
流
の
僧
た
ち
が
常
に
と
も
に
語
ら
れ

る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

即
位
法
を
包
括
す
る
咋
机
佗
天
法
と
愛
染
法
と
の
接
点
を
更
に
追
究
し
て
み

よ
う
。
両
法
は
全
く
同
じ
も
の
で
は
勿
論
な
い
が
、
そ
の
本
尊
た
る
咋
根
尾
天

と
愛
染
明
王
と
の
混
同
、
或
い
は
習
合
を
示
唆
す
る
記
事
が
『
覚
神
妙
J
に
見

え
て
い
毎

時
机
王
事

料
抄
云
。
。
宥
摂
出
云
。
愛
染
王
者
即
咤
損
王
也
云
云

（
巻
八
十
「
愛
染
法
下
」
、
大
正
蔵
・
図
像
5
）

「
咤
根
王
」
の
正
体
は
不
明
で
、
同
空
目
で
は
他
に
「
平
等
王
」
「
金
剛
王
」
等
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の
説
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
．
「
咤
損
尼
天
」
と
の
名
前
の
相
通
は
明
ら
か

で
、
混
同
さ
れ
る
余
地
は
充
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
早
く
か
ら
咤
机
尼

天
と
習
合
し
た
稲
荷
神
の
本
地
を
愛
染
明
王
に
あ
て
る
『
稲
荷
記
L
の
記
事
を

考
慮
に
入
れ
て
も
、
咤
机
尼
天
と
愛
染
王
と
の
緊
密
な
関
係
が
想
定
さ
れ
毎

愛
染
王
と
咤
損
尼
天
と
の
共
通
要
素
は
他
に
も
見
出
せ
る
。
こ
の
二
者
は
、

王
に
四
海
領
事
の
力
を
賦
与
す
る
機
能
を
荷
っ
て
い
る
が
、
そ
の
威
力
の
源
泉

は
両
者
の
三
原
耶
形
と
さ
れ
る
如
意
宝
珠
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
如
意

宝
珠
こ
そ
は
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
王
権
の
か
た
ち
を
の
で
あ
毎
咤
損
尼
天

は
し
ば
し
ば
狐
に
乗
る
女
神
に
象
ら
れ
る
が
、
そ
の
手
上
に
は
如
意
宝
珠
を
持

っ
て
い
毎
し
か
も
・
元
祖
尼
天
は
宝
珠
と
∵
棒
と
す
る
秘
伝
さ
え
存
し
て
い

毎
ま
た
・
愛
染
王
の
場
合
も
宝
珠
を
三
摩
耶
形
と
し
、
そ
れ
を
権
力
掌
握
の

証
と
考
え
る
説
が
見
ら
れ
る
。
ト
片
や
即
位
濾
頂
法
、
片
や
愛
染
王
法
に
於
て
、

如
意
宝
珠
は
王
宝
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
。

r
渓
嵐
拾
葉
集
J
に
は
、
愛
染
王
と
如
意
宝
珠
、
そ
し
て
王
権
の
関
係
を
知

る
記
事
が
収
め
ら
れ
る
。

一
。
中
等
院
号
事
　
師
云
。
弘
法
大
師
安
］
置
愛
染
明
王
」
故
也
。
所
以
ニ

愛
染
王
ハ
平
等
王
習
也
。
手
二
宥
惰
ノ
志
和
ヲ
琴
平
等
二
天
下
ノ
接
鱗
ス
ル
也
。

摂
録
ノ
天
下
ヲ
掌
中
二
軍
千
万
人
摂
伏
ス
ル
事
。
深
可
レ
思
レ
之
。
所
以
二
愛
染
ノ

王
ハ
以
レ
如
意
宝
珠
↓
為
二
三
摩
耶
形
一
。
竜
神
亦
以
二
宝
珠
一
為
二
心
肝
一
。
凡

如
意
宝
珠
ハ
者
。
如
意
自
在
。
自
レ
元
雨
二
万
宝
一
故
二
得
レ
名
也
。
此
尊
四

海
自
然
通
領
義
。
深
可
レ
思
レ
之
。．
．
（
巻
九
十
二
、
雑
記
部
、
大
正
蔵
第
七
十
六
巻
）

こ
れ
は
宇
治
平
等
院
の
愛
染
王
に
関
す
る
口
伝
で
あ
る
が
、
平
等
院
建
立
者
、

・
藤
原
頼
通
の
摂
録
家
と
し
て
の
繁
栄
の
由
縁
を
、
愛
染
王
像
の
三
摩
耶
形
と
結

び
つ
け
て
説
く
点
が
注
目
さ
れ
る
。
摂
関
政
治
体
制
に
あ
っ
て
は
、
王
権
は
天

皇
で
は
な
く
常
に
摂
録
家
の
一
の
人
の
上
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
右
の
記
事
で

如
意
宝
珠
は
王
権
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
l
を
掌
中
に
把
握
す
る
愛
染
王
を
祀
る

こ
と
は
、
・
直
ち
に
権
力
を
恋
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
即
位
濾
項
法
の

起
源
が
、
中
世
に
於
て
大
織
冠
鎌
足
の
摂
録
の
栄
え
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
摂
関
家
と
愛
染
王
と
の
関
係
を
示
す
こ
の
口
伝
も
、
如
意
宝
珠

を
軸
と
し
て
咤
机
佗
天
法
の
因
縁
と
虫
な
り
合
う
構
造
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

次
に
、
先
の
引
用
攻
沖
の
傍
線
部
「
有
情
ノ
霊
精
」
に
着
目
し
、
仁
海
相
伝
の

愛
染
法
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。
如
意
宝
珠
を
持
つ
愛
染
王
と
咤

机
尼
天
が
ほ
ぼ
重
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
た
が
、
こ
れ
よ

り
一
歩
進
ん
だ
解
釈
を
施
す
．
の
が
仁
海
の
口
伝
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

引
用
で
は
、
如
意
宝
珠
と
は
「
有
情
ノ
需
用
」
、
即
ち
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の

生
命
の
根
元
（
或
い
は
た
ま
し
い
）
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
見
ら
れ
る
。
「
有

橘
ノ
霊
相
」
は
高
濃
度
に
凝
縮
さ
れ
た
土
ネ
ル
ギ
ー
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
も
た
ら
す
膨
大
な
力
に
よ
っ
て
天
下
碩
掌
を
果
た
す
こ
と
が
出
釆
る
1
と
い

う
論
理
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
仁
海
口
伝
で
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を

，
人
黄
と
す
る
点
が
異
色
で
あ
る
。
一

人
黄
と
は
、
牛
に
於
る
牛
黄
と
同
じ
ぐ
・
、
円
形
を
帯
び
る
と
さ
れ
る
人
間
の

た
ま
し
い
の
こ
と
で
あ
る
。
・
牛
黄
を
用
い
る
加
持
が
存
す
る
よ
う
に
、
牛
黄
よ

り
更
に
威
力
の
あ
る
だ
ろ
う
人
黄
が
修
法
に
用
い
ら
れ
る
可
能
性
は
充
分
考
え

ら
れ
る
。
勿
論
、
′
人
黄
は
実
体
の
な
い
理
念
上
の
存
在
だ
が
、
∵
『
大
口
径
疏
し

巻
十
に
．
よ
る
と
咤
根
尾
天
の
大
好
物
で
あ
り
、
そ
の
力
の
源
と
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
貴
重
を
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
毎
人
黄
は
そ
の
形
状
か
ら
如
意
宝

珠
と
の
習
合
を
招
き
や
す
か
っ
た
よ
う
毎
時
椒
尼
天
が
即
位
法
の
世
界
へ
組

み
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
．
王
権
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
始
め
た
と
推
測
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さ
れ
る
。
従
っ
て
、
人
黄
を
重
視
す
る
仁
海
口
伝
は
、
基
層
部
に
於
て
咤
椒
尼

天
法
と
底
を
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
仁
海
の
口
伝
を
掲
げ
よ
う
。
愛
染
王
像
は
、
一
般
的
に
r
輸
祇
経
L

の
「
愛
染
王
品
」
を
典
拠
と
す
る
三
日
六
哲
の
姿
に
作
ら
れ
る
が
、
左
の
箪
二

手
は
拳
を
結
ん
だ
だ
け
の
空
手
と
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
願
望
に
応
じ
て
、

そ
こ
に
弓
矢
、
宝
珠
等
の
三
摩
耶
形
を
置
く
が
、
仁
海
の
説
で
は
特
に
人
黄

（
人
王
）
を
持
た
せ
る
と
し
て
い
る
。

又
云
。
彼
手
作
二
空
手
一
随
ユ
所
求
一
。
臨
二
其
時
一
以
二
三
摩
耶
一
軍
一
彼
手
一
。

成
願
云
云
…
…
持
二
神
魂
一
似
二
日
輪
一
也
。
実
不
二
日
輪
一
云
云
　
神
目
律
師
伝

云
。
彼
老
人
王
也
。
仁
和
寺
故
御
室
。
小
野
僧
正
（
注
・
仁
海
）
間
給
q
薗

答
申
給
云
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
厚
造
紙
し
、
大
正
蔵
前
七
十
八
巻
）

日
輪
の
形
状
に
似
た
三
犀
耶
形
を
、
仁
海
が
人
黄
と
伝
え
て
い
た
こ
と
が
判

る
記
事
で
あ
る
。
仁
海
と
仁
和
寺
故
大
御
室
と
の
問
答
に
よ
っ
て
明
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
人
黄
に
関
す
る
口
伝
は
小
野
流
内
で
密
々
に
相
承
さ
れ
た
秘
事
で
あ

っ
た
可
能
性
が
伺
え
る
。

こ
の
秘
説
は
、
仁
海
か
ら
弟
子
た
ち
へ
伝
え
ら
れ
た
ら
し
い
愛
染
法
の
中
に

含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
し
た
後
三
条
天
皇
と
成
尊
の
場
合
に
も
、

そ
の
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
後
三
条
天
皇
が
持
仏
と
し
た
愛
染
王
像
は
、
成
尊
の

指
揮
の
下
に
道
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
¶
渓
嵐
拾
葉
集
L
に
、
次
の
よ
う
窒
二

摩
耶
形
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。

位
興
云
。
後
三
条
院
御
本
尊
夢
中
有
二
割
抑
物
一
云
云
成
尊
進
造
云
云

（
肇
一
十
一
「
愛
染
王
法
」
、
大
正
戯
第
七
十
六
巻
）

傍
線
部
の
「
赤
円
物
」
と
は
、
形
状
か
ら
見
て
日
輪
の
如
き
も
の
と
推
察
さ

れ
る
が
、
仁
海
口
伝
に
即
し
て
言
え
ば
当
然
人
黄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
三

条
天
皇
が
成
尊
の
愛
染
法
に
よ
り
即
位
の
切
掛
を
得
、
王
権
を
掌
捉
し
た
経
緯

を
考
え
れ
ば
、
「
赤
円
物
」
が
王
権
の
象
徴
た
る
人
黄
で
あ
る
可
能
性
は
充
分

で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
も
仁
海
の
特
殊
な
秘
伝
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
様
相
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

人
黄
は
、
し
ば
し
ば
「
人
王
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
人
黄
が
「
人
の

王
」
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
力
を
秘
め
た
物
体
で
あ
る
、
と
の
理
解
に
基
づ
く
宛
字

で
あ
る
。
咤
椒
尼
天
は
人
黄
を
食
し
て
諸
事
成
就
の
神
通
力
を
得
、
そ
の
咤
天

の
力
を
更
に
我
身
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
人
の
王
と
し
て
治
世
が
叶
う
よ
う
に

な
る
。
一
方
、
愛
染
王
法
は
請
願
成
就
の
速
疾
さ
で
知
ら
れ
る
が
、
人
黄
を
三

摩
耶
形
に
し
て
祈
念
す
れ
ば
、
速
か
に
人
の
王
た
る
権
力
を
手
中
に
出
来
る
。

咤
椒
尼
天
法
と
愛
染
王
法
の
両
者
は
、
人
黄
を
根
本
と
す
る
同
様
の
王
権
生
成

の
原
理
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
人
黄
を
中
核
と
す
る
二
つ

の
法
は
、
仁
海
を
鼻
祖
と
す
る
小
野
流
の
秘
事
口
伝
世
界
の
中
で
ほ
ぼ
同
じ
基

盤
か
ら
胚
胎
し
、
複
雑
に
か
ら
み
合
い
つ
つ
成
長
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
渓
嵐
拾
棄
集
』
説
話
に
於
て
仁
海
が
咤
租
尼
天
法
行
者
と
さ
れ
る
の
も
、
小

野
流
の
中
で
、
愛
染
王
法
と
非
常
に
近
い
形
で
咤
椒
尼
天
法
の
大
綱
が
整
備
さ

れ
た
と
い
う
事
情
が
控
え
て
い
る
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

結

び

に

か

え

て

白
河
院
政
成
立
前
夜
に
始
ま
る
小
野
流
の
秘
事
口
伝
と
王
権
と
の
相
関
関
係

を
主
軸
と
し
て
、
¶
渓
嵐
拾
菓
基
し
説
話
に
於
る
小
野
仁
海
像
成
立
の
背
景
を

述
べ
て
来
た
。
当
該
説
話
は
ご
く
短
い
断
片
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
小
野

仁
海
が
咤
損
尼
天
法
の
因
緑
辞
の
内
に
登
場
す
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
琴
言
密

教
の
秘
事
口
伝
の
世
界
が
奥
深
い
広
が
り
を
見
せ
て
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
事
例
を
以
て
し
て
も
、
r
渓
嵐
拾
菓
集
L
が
天
台
、
琴
言
の
宗
旨
を

問
わ
な
い
中
世
秘
伝
の
宝
庫
で
あ
り
、
既
に
失
わ
れ
た
往
古
の
豊
餃
な
伝
承
世
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界
の
様
相
を
伺
い
知
る
手
掛
と
な
る
こ
と
が
判
る
。
『
渓
嵐
拾
菓
集
し
所
収
の

説
話
の
一
々
を
読
み
解
い
て
い
く
作
業
に
よ
り
再
構
築
さ
れ
る
も
の
は
多
く
、

ひ
い
て
は
そ
の
道
程
が
こ
の
吾
の
全
体
像
を
浮
彫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
稿
）

（注）

①
r
浅
見
拾
糞
集
L
諸
本
の
う
ち
、
当
該
説
話
を
含
む
「
咤
根
尾
天
秘
決
」
巻

を
所
収
す
る
の
は
次
の
三
本
だ
が
、
い
ず
れ
も
重
要
な
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。

①
異
如
蔵
本
甲
　
㊥
南
渓
蔵
本
　
の
生
源
寺
本
乙
（
こ
の
他
㊤
内
閣
文
庫

本
A
（
抄
本
、
当
該
説
話
は
含
ま
れ
な
い
）
が
あ
る
。
）

な
お
、
「
咤
耕
尼
天
秘
法
」
の
み
を
伝
え
る
高
野
山
三
宝
院
本
は
未
見
で
あ
る
。

⑧
「
r
渓
嵐
拾
葉
集
し
所
収
「
祇
園
女
御
説
話
」
の
背
景
　
－
祇
園
女
御
の
説
話
的

変
貌
を
中
心
に
I
L
（
r
源
氏
物
語
・
そ
の
「
内
」
と
「
外
」
」
・
（
風
間
書
房
二
九
八
八
年

刊
行
予
定
）
　
に
所
収
）
。

③
尋
家
物
語
L
巻
一
、
涼
平
盛
衰
記
』
巻
一
な
ど
参
照
。

④
吉
事
談
L
巻
三
－
七
十
話
「
仁
海
、
鳥
ヲ
食
フ
事
」
で
は
肉
食
の
破
戒
僧

と
し
て
描
れ
て
い
る
。
仁
海
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
イ
メ
上
ン
に
つ
い
て
は
注
②

の
別
稲
で
詳
述
し
た
は
か
、
土
谷
恵
氏
「
小
野
僧
正
仁
海
保
の
再
検
討
－
摂

関
期
の
宮
中
其
言
院
と
醍
醐
寺
を
中
心
に
1
」
（
r
日
本
古
代
の
政
泊
と
文
化
L
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
六
年
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

⑤
r
醍
醐
寺
研
究
紀
要
L
四
号
二
九
八
二
年
）
に
佐
和
隆
研
師
に
よ
る
影
印
と

解
説
が
あ
る
。

⑥
r
海
人
藻
芥
し
（
群
書
類
従
、
二
十
八
巻
）
に
「
不
レ
経
l
哀
第
加
階
－
。
直
至
二
其

位
二
五
也
。
如
レ
言
一
二
階
僧
正
」
云
々
。
」
と
あ
る
。

⑦
空
海
の
神
泉
苑
に
於
る
祈
雨
の
様
子
は
r
古
事
談
」
巻
三
1
十
話
「
守
敏
・

空
海
、
析
雨
ノ
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑧
¶
参
天
台
五
台
山
記
し
（
辻
井
之
肋
氏
r
H
本
仏
教
史
∵
上
世
轡
四
一
八
六
よ
り
）
。

⑨
r
弘
鐸
口
説
L
に
同
類
話
が
あ
る
。
「
真
言
伝
』
巻
六
、
義
朝
高
僧
伝
J
巻

四
十
九
に
は
、
成
典
と
仁
海
の
立
場
を
逆
に
し
た
話
が
収
め
ら
れ
る
。

⑩
r
車
外
抄
し
冶
安
四
年
条
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
。

⑪
違
沢
血
脈
集
し
（
真
言
不
幸
葦
三
十
八
巻
）
に
「
仁
海
ハ
大
師
ノ
後
身
也
。
」
と
あ

る
。

⑫
r
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
ヒ
．
醍
醐
寺
研
究
妃
ぎ
妄
二
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

命
楠
田
良
洪
師
¶
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
し
（
山
群
居
仏
書
林
刊
二
九
六
四
年
）

第
一
霜
箪
二
輩
参
照
。

⑲
大
間
茂
氏
「
小
野
僧
正
仁
海
記
」
（
．
国
吾
逸
文
研
究
し
、
十
二
号
、
∵
九
八
三
年
）
、
土

谷
氏
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
る
ほ
か
に
、
r
実
帰
砂
㌔
四
巻
L
等
、
大
正
蔵
第

七
十
八
巻
所
収
の
真
言
系
の
諸
尊
法
に
関
す
る
口
決
雷
に
散
見
さ
れ
る
。

⑮
速
水
相
氏
崩
音
信
仰
し
（
塙
書
房
刊
、
一
九
七
〇
竺
第
二
章
第
二
節
二
仁
海

注
進
文
と
真
言
六
観
音
の
成
立
」
参
照
。

⑲
感
染
王
紹
隆
記
し
（
永
井
義
者
氏
．
日
本
仏
教
文
学
研
究
－
撃
一
集
、
（
新
典
祉
刊
、

一
九
八
四
年
）
に
翻
刻
）
に
よ
る
。

⑫
柏
尾
祥
雲
師
「
秘
密
宰
相
の
研
究
」
（
．
柏
尾
祥
雲
全
集
n
L
、
臨
川
書
店
刊
、
「
九
八
二

年
）
よ
り
。

⑲
速
水
氏
r
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
し
（
吉
川
弘
文
館
、
「
九
七
五
年
）
に
よ
る
と
、

r
諸
宗
章
疏
錨
L
に
仁
海
の
著
述
と
し
て
「
愛
染
王
大
次
第
」
「
愛
染
王
砂
」

が
挙
げ
ら
れ
、
弟
子
の
成
尊
が
そ
れ
を
承
け
て
「
愛
染
王
大
次
第
口
決
」
を

著
し
た
と
い
う
。
r
国
書
総
日
銀
L
r
仏
書
解
説
大
辞
典
L
で
は
、
「
愛
染
田

夫
秘
法
」
な
る
仁
海
の
著
作
が
確
認
さ
れ
る
。

⑲
伝
法
濾
項
師
資
相
承
血
脈
」
か
ら
仁
海
の
血
脈
を
抄
出
し
て
掲
げ
て
お
く
。
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元
呆
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仁
海
1
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成

尊
J

範
便
（
小
野
涜
）

栽
拒
（
醍
醐
流
）

明
算
（
中
院
流
）

⑳
r
愛
染
王
紹
隆
記
し
r
白
宝
口
砂
L
に
も
同
趣
の
話
が
あ
る
。

㊨
r
百
錬
砂
L
治
暦
四
年
の
項
に
は
「
四
月
二
日
以
後
。
聖
体
不
予
。
有
一
「
御

折
等
一
。
…
…
十
九
日
。
天
皇
崩
二
千
高
陽
院
一
。
」
（
回
史
大
系
本
）
と
あ
り
、
後

冷
泉
天
皇
が
発
病
後
程
な
く
没
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

⑳
r
厚
造
紙
し
（
大
正
蔵
第
七
十
八
巻
）
。

⑳
r
語
草
要
集
L
（
大
正
蔵
第
七
十
八
巻
）
r
愛
染
王
紹
隆
記
し

⑳
即
位
濾
項
法
に
つ
い
て
は
∵
伊
藤
正
義
氏
「
慈
童
説
話
考
」
（
r
国
記
国
文
」
・
．
五
五

五
号
、
一
九
八
〇
年
）
、
阿
部
泰
郎
氏
「
入
鹿
の
成
立
」
（
r
芸
能
史
研
究
二
ハ
十
九
号
、

一
九
八
〇
年
）
、
「
苦
虫
説
話
の
形
成
－
天
台
即
位
法
の
成
立
を
め
ぐ
り
て
－
」
（
r
国
語

国
文
ト
六
〇
〇
二
ハ
〇
一
号
、
一
九
八
四
年
）
、
「
中
世
王
権
と
中
世
日
本
記
－
即
位

法
と
三
種
神
器
説
を
め
ぐ
り
て
－
」
（
r
日
本
文
学
し
二
十
四
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
）
に
詳
し
い
。

⑳
鎌
倉
中
期
成
立
と
見
ら
れ
る
¶
天
照
太
神
口
決
」
（
神
宮
文
庫
蔵
、
慶
長
三
年
写
本
）

が
伊
藤
氏
前
掲
論
文
に
一
部
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
関
係
の
あ
る

部
分
を
少
し
引
用
し
、
即
位
法
の
概
容
を
示
し
て
お
く
。

一
、
、
此
ノ
摂
録
ノ
太
神
ノ
秘
法
ト
云
ハ
咤
天
ノ
法
ナ
リ
。
御
即
位
ノ
時
ハ
四
海

・
領
掌
ノ
法
ト
云
。
不
ル
パ
受
＝
此
法
↓
、
王
位
軽
ク
．
彩
特
番
海
宗
レ
能
、
故

不
レ
限
レ
王
ニ
、
諸
寺
僧
及
俗
人
持
プ
此
法
」
者
ノ
、
分
々
ノ
高
位
得
二
自
在
」
也
。

⑳
伊
藤
氏
前
掲
論
文
所
収
。

⑳
「
後
三
条
院
御
即
位
記
し
（
群
書
類
従
、
第
七
巻
）
に
は
、
源
師
房
の
説
と
し
て
新

帝
が
高
御
座
着
座
の
際
、
大
日
如
来
町
印
を
結
ぶ
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
事

実
無
根
で
は
な
い
と
い
う
（
阿
部
氏
「
中
世
王
権
と
中
世
日
本
妃
」
に
よ
る
）
。

⑳
同
様
の
記
事
は
・
戎
嵐
拾
莞
集
し
巻
二
十
一
「
愛
染
王
法
」
は
む
見
え
る
。

⑳
「
就
中
本
地
如
意
輪
観
音
井
愛
染
明
王
、
此
敬
愛
秘
事
相
応
ノ
ロ
決
ア
ル
物
ノ

ヲ
ヤ
」
（
r
稲
荷
記
し
、
稲
荷
大
社
由
緒
記
集
成
・
信
仰
著
作
鰐
）
。

⑳
如
意
宝
珠
を
め
ぐ
る
王
権
の
構
造
に
関
し
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
「
大
織
冠
の

成
立
」
（
r
幸
若
舞
曲
研
究
し
、
第
四
巻
、
三
弥
井
奈
店
刊
、
一
九
八
六
年
）
、
拙
稿
「
仏
舎
利

相
承
系
譜
と
女
性
」
（
r
日
本
の
女
性
と
仏
教
会
報
」
4
号
∵
参
照
。

◎
五
釆
重
氏
編
『
稲
荷
信
仰
の
研
究
し
（
山
陽
新
聞
社
刊
、
一
九
八
五
年
）
に
幾
つ
か

の
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑳
r
渓
嵐
拾
菓
集
し
、
に
「
尋
云
。
何
故
ソ
辰
狐
必
ス
放
二
光
明
一
耶
　
答
。
辰
狐
ト

者
如
意
輪
観
音
′
化
現
也
。
以
二
如
意
宝
珠
一
為
二
其
体
」
故
。
名
山
辰
陀
摩
尼

王
」
也
。
宝
珠
ト
老
必
夜
光
7
リ
。
」
（
竺
ハ
「
山
王
脚
事
」
、
大
正
蔵
七
十
六
巻
）
し
こ
あ
る
。

⑳
「
能
知
人
欲
命
終
者
。
六
月
即
知
之
。
知
己
即
作
法
。
取
其
心
食
之
。
所
以

爾
者
。
人
身
中
有
黄
。
所
謂
人
黄
猶
牛
有
黄
也
。
若
得
食
者
。
能
得
極
大
成

就
。
一
日
（
ィ
月
）
周
遊
四
域
。
随
意
所
為
皆
得
P
（
r
大
日
縫
疏
」
巻
十
、
大
正
蔵

第
三
十
九
竺
ま
た
、
咤
天
と
人
黄
に
つ
い
て
は
r
受
法
用
心
集
窒
晶
野
山
蔵
本
）

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
．

㊨
人
黄
に
比
較
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
牛
黄
と
如
意
宝
珠
を
結
び
つ
け
る
説
が

、
r
渓
嵐
拾
薬
集
し
巻
八
十
五
「
牛
王
法
事
」
に
見
え
る
。
・

尋
云
。
鹿
五
興
二
牛
王
示
同
如
何
　
仰
云
。
牛
王
ト
者
大
地
ノ
如
意
宝
珠

也
。
鹿
王
ト
者
虚
空
ノ
如
意
宝
珠
也
。
　
　
　
　
（
大
正
蔵
・
第
七
十
六
番
）

同
巻
で
は
、
牛
王
を
駄
都
（
舎
利
、
宝
珠
）
と
一
体
と
見
徹
し
た
真
言
密
教
の
秘

伝
が
展
開
さ
れ
る
が
、
人
黄
の
場
合
も
同
様
の
思
考
回
路
が
存
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

＜
付
記
＞

本
稿
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
西
部
例
会
（
昭
和
六
十
二
年
一
月
三
十
一
日
）
に
於
る

尭
表
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
脚
助
言
を
賜
っ
た
阿
部
泰
郎
氏
、

成
稿
に
あ
た
っ
て
御
指
導
を
賜
っ
た
稲
㌍
敬
二
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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